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活動情報

第63回通常総会を開催
本会では、3月23日、鹿児島市のマリンパレ

スかごしまにおいて、第63回通常総会を開催

した。

開催にあたり、宮路高光会長が、「新型コロ

ナウイルスの感染拡大の影響により、日常生活

はもとよりさまざまな活動に大きな制約を受け

ている。本会においても、感染症対策のため、

各種会議や研修会の中止や延期、また、リモー

トによる会議への変更など、会員の皆様には何

かとご迷惑やご不便をおかけしている。引き続

き感染症予防対策に万全を期した上で、組織運

営並びに事業活動に取り組むので、ご理解とご

協力をよろしくお願い申し上げる。

さて、国の令和3年度農業農村整備事業関係

予算は、令和2年度補正予算と合わせ6,300億

円が確保された。感染症対策等、厳しい予算折

衝の中で前年度並みの予算額を確保できたこと

は、関係機関に対して農業農村整備の重要性と

必要予算の確保を訴えてきたことや、進藤金日

子参議院議員、宮崎雅夫参議院議員をはじめ、

県選出の国会議員の皆様のご理解とご支援によ

るものであり、改めて敬意を表すとともに、心

より感謝を申し上げる。

こうした中、本会としては、「食料・農業・農

村基本計画」を踏まえた「新たな土地改良長期

計画」に基づき、担い手への農地集積を進める

ための農地の大区画化や畑地かんがい施設の

整備促進に加え、スマート農業の推進に向けた

ICT利活用による水管理省力化技術の導入支援

や水田の汎用化等の推進による高収益作物へ

の転換など、農業生産基盤の強化を図るととも

に、中山間地域におけるきめ細やかな基盤整備

や農村の振興に資する水土里サークル活動支援

などを積極的に推進していく。

また、土地改良区の皆様の課題となってい

る、令和4年度に向けての複式簿記導入への移

行についても、集中的に支援する。

このように、令和3年度も本県農業農村の

さらなる発展のために、関係機関と連携しな

がら、これまで培ってきた経験と技術を活用

し貢献していくとともに、会員皆様方のニーズ

をしっかりとくみ取り、期待に応えるよう役職

員一体となって取り組んでまいる所存であるた

め、より一層のご支援とご協力を賜りますよ

う、よろしくお願い申し上げる」と挨拶した。

続いて、表彰が行われ、鹿児島県知事表彰を

受賞した大庭敏行・十三塚原土地改良区事務局

長に、満薗秀彦・県農政部長より表彰状が授与

された。その他、15名が個人功労表彰、12名

が永年勤続役職員表彰、32名が感謝状を受賞

した。

来賓祝辞では、塩田康一・県知事（代読：満薗

秀彦・農政部長）及び、外薗勝蔵・県議会議長並

びに、横井績・九州農政局長（代読：馬場範雪・

九州農政局地方参事官）が祝辞を述べた。

挨拶を述べる宮路会長

県知事表彰を受ける大庭事務局長
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その後、児玉任光･長島町川床土地改良区理

事長が議長に選任され、8議案が審議された。

本総会の提出議案は、以下のとおり。

◎提出議案

《第1号議案》　令和元年度事業報告並びに一

般会計・特別会計収支決算及び財産目録の承

認について

《第2号議案》　令和2年度一般会計・特別会計

収支補正予算の決定について 

《第3号議案》　令和3年度事業計画の決定に

ついて

《第4号議案》　令和3年度会費等の賦課基準

並びに徴収方法の決定について

《第5号議案》　令和3年度役員報酬の決定に

ついて

《第6号議案》　令和3年度一般会計・特別会計

収支予算の決定について

《第7号議案》　令和3年度一時借入金の最高

限度並びに借入方法及び余裕金預入先の決定

について

《第8号議案》　役員の補欠選任について

役員の補欠選任については、各地域から推薦

された7名の選考委員が総会で承認され、委員

は選考委員会を開き、選任について協議した。

選考委員会では、学識経験理事として、4月

より県農政部長に就任する松薗英昭氏の推薦が

決定された。

その後、総会を再開し、松下喜久雄（指宿市

開聞土地改良区理事長）選考委員長より協議結

果が報告され、承認された。

以上のとおり総会に提出された議案は、すべ

て原案どおり可決承認された。

最後に、本会職員が「本会は、関係者と一致

団結し、農業農村整備事業を協力に推進してい

くために尽力しよう」と決議案を力強く朗読し、

満場の拍手を持って決定された。

議事を進行する児玉理事長

本会職員による決議案の朗読

議案説明をする堀専務理事
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活動情報

第63回通常総会　表彰者名簿
[ 鹿児島県知事表彰 ]　（１名）

氏　名 所　属　名 役 職

大庭　敏行 十三塚原土地改良区 事 務 局 長

[ 県土改連会長表彰 ]

1　土地改良功労者表彰
個人功労表彰　（15 名）

氏　名 所　属　名 役　職

前田　利春 鹿児島市郡山土地改良区 理 事 長

東垂水　忠二 南九州市耕地林務課 課 長

武田　健志 南薩土地改良区 第 1 理 事

寺田　功次 南薩土地改良区 中央管理所長

新改　幸一 さつま土地改良区 理 事 長

古城　恵人 伊佐市西太良土地改良区 理 事 長

中村　政芳 姶良市川北土地改良区 理 事 長

古川　盛蔵 鹿屋市和田新田土地改良区 前 理 事

川越　武志 鹿屋市東花岡土地改良区 理 事

山下　明伸 笠野原土地改良区 事 務 局 長

上江洲　松藏 串良町土地改良区 総 括 監 事

髙尾野　智浩 西之表市土地改良区 筆 頭 理 事

折口　金吉 西之表市土地改良区 総 括 監 事

鮫島　禎二 南種子町土地改良区 事 務 局 長

亘　禎一郎 和泊町耕地課 課 長

2　永年勤続役職員表彰　（12名）
氏　名 所　属　名 役 職

上平　清美 伊佐市菱刈土地改良区 理 事

享保　　繁 姶良市川北土地改良区 代 表 監 事

山下　雄造 湧水町栗野土地改良区 総 括 監 事

碇山　和信 奄美市土地改良区 事 務 局 長

亀井　康二 土改連総務部管理課 課長兼事業管理係
長兼会員支援係長

内村　住春 土改連曽於支部 支 部 長

北山　吉里 土改連大島事務所 換 地 課 長 兼 
換 地 係 長

日高　和人 土改連事業部農村整備課 主 幹

羽根田　聡 土改連鹿児島事務所 主幹兼技術係長

西迫　芳文 土改連大隅事務所 主幹兼技術1係長

伊藤　清美 土改連総務部管理課事業管理係 主 査

加納　洋香 土改連総務部管理課会員支援係 主 査

3　感謝状　（32名）
氏　名 所　属　名 役 職

東郷　清次 農政部 農業土木技監

前田　公平 南薩地域振興局農林水産部 部 長

折田　幸憲 農政部 総 括 工 事
監 査 監

井元　幸司 南薩地域振興局 
農林水産部農村整備課 課 長

祝迫　良二 北薩地域振興局 
農林水産部農村整備課 課 長

内　　智昭 姶良･伊佐地域振興局 
農林水産部農村整備課 課 長

藏薗　良二 曽於畑地かんがい農業推進 
センター水利事業課 課 長

福田　博文 北薩地域振興局 
農林水産部農村整備課

技 術 主 幹 兼 
計 画 係 長

八木　　孝 姶良･伊佐地域振興局 
農林水産部農村整備課

技 術 主 幹 兼 
保 全 係 長

川崎　　満 枕崎市市民生活課 課 長

石橋　久信 長島町耕地課 課 長

滝下　勇人 長島町耕地課 参 事

井上　　修 伊佐市建設課 課 長

万膳　正見 伊佐市教育委員会総務課 課 長

甫村　良教 東串良町建設課 課 長

小松　勇二 曽於市耕地課 課 長

德元　一浩 曽於市水道課 課 長

立山　憲一 志布志市耕地林務水産課 課 長

栄　　広久 奄美市農林水産部 部 長

勝田　伸一 瀬戸内町農林課 課 長 補 佐

林　伊佐雄 与論町産業振興課 課 長 補 佐

山口　久美子 薩摩川内市土地改良区 会 計 係 長 兼 
会 計 主 任

前田　武志 伊佐市大口土地改良区 事 務 局 長

堀内　寛二 伊佐市菱刈土地改良区 事 務 局 長

松山　　勝 東串良町林田土地改良区 事 務 局 長

上鶴　修一 肝属南部土地改良区 事 務 局 長

松留　悦郎 土改連総務部 部 長

迫　　浩幸 土改連事業部 部 長

橋野　　節 土改連水土里情報センター セ ン タ ー 長 兼 
土地改良研究所長

井上　みよ 土改連総務部 次 長

里見　俊徳 土改連大島事務所 所 長

勝　　春功 土改連事業部換地課 測 量 専 門 官
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■令和3年度役員名簿

第63回通常総会で、役員の補欠選

任が行われ、令和3年度の新役員が

決まりましたので、お知らせします。

職　名 役　員　名 他の役職

会 長 宮路　高光 日置市長

副 会 長 本坊　輝雄 県農業農村整備推進協議会会長・南さつま市長

副 会 長 川添　　健 長島町長

専 務 理 事 堀　洋一郎 学識経験者

理 事 松薗　英昭 県農政部長（新任）

理 事 東　孝一郎 南薩土地改良区　理事長

理 事 日髙　政勝 さつま町長

理 事 永吉　弘行 伊佐市菱刈土地改良区　理事長

理 事 町田　廣志 宮内原土地改良区　理事長

理 事 東　　靖弘 大崎町長

理 事 永野　和行 肝付町長・肝属中部土地改良区　理事長

理 事 八板　俊輔 西之表市長

理 事 朝山　　毅 奄美市長

代 表 監 事 永谷　岩男 頴娃町土地改良区　理事長

監 事 横山　宏志 吹上町土地改良区　前理事長

監 事 堀野　義文 財部町土地改良区　理事長

監 事 浜脇　吉嗣 中種子町土地改良区　理事長

令和3年4月1日現在
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活動情報

令和2年度 第3回理事会を開催
令和2年度第3回理事会が、2月9日、県土地

改良会館において開催された。

議案審議に先立ち、宮路高光会長は出席と

日頃の業務運営への支援に対するお礼を述べ、

「昨年末、令和3年度の概算予算が決定した。

農業農村整備事業関連予算については、土地改

良代表の進藤金日子参議院議員と、宮崎雅夫

参議院議員をはじめ、県選出国会議員の先生方

のご尽力もあり、令和3年度当初予算に防災・

減災、国土強靱化のための5カ年加速化対策や

TPP関連対策としての補正予算を加えると総額

6,300億円が確保された。今後もこれまで同

様、農業農村整備事業の重要性を発信し、必要

な予算の確保に向けて地域の実情を届けていく

ことが重要。本会では、会員・地域の情勢を的

確に把握しながら、さまざまな支援活動に積極

的に取り組んでまいりたい。引き続き、皆様方

のご協力をよろしくお願いしたい」と挨拶した。

その後、第63回通常総会への提出議案や功

労者表彰、決議など10議案が提案され、審議

の結果、すべて原案どおり承認された。また、

議事終了後に事務局が「地域土改連連絡協議会

（支部説明会）の開催について」の報告を行い会

議を終えた。

令和2年度 第4回理事会を開催
令和2年度第4回理事会が、3月23日、第63

回通常総会終了後、マリンパレスかごしまにお

いて開催された。

議案審議に先立ち、宮路高光会長は、「皆様

方のご協力により、通常総会を無事に終了でき

たことを感謝申し上げる。役員の補欠選任につ

いて、退任される満薗秀彦理事さんには、任期

中さまざまな面からご指導とご協力をいただ

き、感謝申し上げる。令和3年度は新たな土地

改良長期計画に基づき、さまざまな施策が展開

されることになっている。そのような中、本会

においても、国・県、そして会員・地域から求め

られる、担うべき役割というものを的確に果た

しながら、積極的に事業活動を展開してまいり

たいと考えている。皆様方には引き続き、ます

ますのご支援とご協力を賜るようお願い申し上

げる」と挨拶した。

その後、令和3年度参与の委嘱について審議

され、原案どおり承認された。

□令和3年度参与

玉泉 利幸･県農業土木技監　

山下 清則･県農地整備課長　

新川 浩一･県農地保全課長　（新任）

黒鳥 和也･県農村振興課長　（新任）

□任期

自：令和3年4月1日

至：令和4年3月31日

第3回理事会 第4回理事会
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全国土地改良功労者等表彰 
本県から2団体2名が受賞

第62回全国土地改良功労者等表彰者が決定

した。今回より団体表彰の金章、銀章、銅章の

表彰区分が全土連会長賞に一本化され、本県か

らは団体表彰を2土地改良区、個人表彰を2名

が受賞した。

表彰式は、新型コロナウイルス感染拡大防

止のため中止となり、表彰伝達式は、7月開催

予定の土改連地域連絡協議会で執り行われる

予定。

以下、受賞団体及び功労者を紹介する。

《団体表彰》
●全土連会長賞　鹿児島市松元土地改良区

鹿児島市西部に位置し、基幹作物であるお茶

と軟弱野菜栽培の振興が図られている地域であ

る。受益面積129.7ha、組合員数519名の土

地改良区で、用水源である松元ダムにおける年

2回のボランティア清掃活動を実施している。

平成27年度から県営水利施設整備事業を実

施し、賦課金徴収は役職員一体となって取り組

み、100％の徴収率を維持している。

地区別に水利用管理組合を設置し、自発的な

点検活動の実施、また、関連業者と連携協力し

て「水土里ネットまつもと管理組合」を設置し、

昼夜問わず速やかな対応を行っている。

平成27年度には銀章を、平成21年度には銅

章を受賞している。

●全土連会長賞　財部町土地改良区
大隅半島の北部に位置し、大淀川上流部にあ

る横市川を主な水源とする、受益面積608ha、

組合員数1,401名の土地改良区。

土地改良施設の維持管理では、用排水路と農

道は地区ごとに土地改良区で毎年点検を行い、

災害や大規模な補修等は市を通じて行ってい

る。

令和3年度からは、七村地区の水田を、農地

中間管理機構関連農地整備事業を活用して大区

画整備を計画している。

平成26年度には銀章を、昭和60年度には銅

章を受賞した。

《個人表彰》
●橋口 博文(薩摩川内市土地改良区前理事長)

土地改良区理事を平成7年より務めながら、

旧川内市議を平成5年から、合併後は薩摩川内

市議を平成29年まで連続して務めた。

土地改良区理事長としてだけでなく、農業公

社の理事や、川内川多目的取水管理組合の監事

を務めるなど活躍している。

また、土地改良区の将来の事業運営改善のた

めに研究チームを立ち上げ、アンケート調査と

会議を重ね、旧土地改良区設立以来初めての経

常賦課金改定を平成30年度から実施し、土地

改良区の運営に大きく貢献した。また、改定に

際し、組合員への周知に努め、例年と変わらな

い賦課金徴収率を達成した。

平成29年の鹿児島県農業功労者表彰では、

県知事表彰を受賞している。

●大庭 敏行(十三塚原土地改良区事務局長)
昭和62年に十三塚原土地改良区に採用され、

平成29年からは事務局長として、土地改良区

の運営等に貢献している。相互理解を基本とし

た丁寧な姿勢は後輩職員の模範となっており、

組合員や地域住民への対応も親切かつ誠実で、

信頼も厚い。

ダム管理主任技術者として異常気象時や緊急

時に昼夜問わず対応し、施設の適正な管理によ

り農業用水を安定供給し、土地改良区本来の役

割と体制を整えた。

また、地域用水環境整備事業導入で小水力発

電施設の整備を行い、固定価格買取制度の設備

認定を受けるために尽力し、設備認定されたこ

とで売電収入を活用し、土地改良事業に大きく

貢献している。

平成30年度に、鹿児島県土地改良事業団体

連合会功労者表彰（設立60周年記念表彰）を受

賞している。
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南さつま市 3 土地改良区合併予備
調印式及び 4 土地改良区等合同事
務所設置予備調印式を開催

2月10日、南さつま市の小湊干拓土地改良

区・大浦干拓土地改良区・大浦潟干拓第二土地改

良区の合併予備調印式と、益山土地改良区・万

世土地改良区・小湊土地改良区・網揚水管理組合

の合同事務所設置予備調印式が、南さつま市役

所あんぼう21防災会議室で行われた。

農業・農村を取り巻く環境は、農業従事者の

高齢化や担い手不足、施設の老朽化や農村集

落の過疎化等、年々厳しい情勢だが、土地改良

法の改正に伴い、土地改良区においても効率的

で持続可能な組織を構築することが喫緊の課題

となっている。そのような中、特に、複式簿記

への移行等の課題に対応するため、南さつま市

内の土地改良区と網揚水管理組合は、令和元

年から統合再編に向けた検討・協議を進めてき

た。その結果、3土地改良区の合併と、3土地

改良区と1水管理組合の合同事務所設置が実現

した。

立会人として出席した本坊輝雄・南さつま市

長は、「数多くの検討会を重ね、最終的には3

土地改良区が合併し、3土地改良区及び1水管

理組合が合同事務所として、新たな強い組織を

目指されることを心からお慶び申し上げる。市

としても基幹産業である農業振興のために、新

たな技術の導入や担い手の確保など取組を進め

てまいりたい」と述べた。

また、前田公平・南薩地域振興局農林水産部

長が「時代の変遷に伴い社会情勢が大きく変化

してきている中、よりよく変わるために合併及

び合同事務所設置が進められたものと思ってい

る。これにより、組織の強化や運営の合理化、

施設の維持管理の強化、組合員サービスの向上

等が図られ、地域の伝統文化を守り、自然環境

を保全する取組が継続されるとともに、南さつ

ま市の農業の振興、農村活性化に貢献されるこ

とを期待している」と挨拶した。

今後は、令和3年度中の合併認可と令和4年

度の合同事務所開設に向けて、手続きを進め、

「南さつま干拓土地改良区」「南さつま市土地改

良区合同事務所」が誕生する予定である。

合併調印式

合同事務所設置調印関係者

祝辞を述べる本坊市長

祝辞を述べる前田南薩地域振興局農林水産部長
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令和2年度 水土里ネット役職員研修会を開催

1月19日、本会では県内水土里ネットの役職

員を対象とした「令和2年度水土里ネット役職

員研修会」を、鹿児島市のかごしま県民交流セ

ンターで開催し、県内44の水土里ネットから

86名が参加した。

例年であれば、多岐にわたるテーマの研修を

終日行い、終了後は改良区間の交流を深めるた

めの情報交換会等も開催していたが、今回は新

型コロナ感染拡大防止対策のため、会場での研

修会は午前中のみとし、午後に予定していた複

式簿記会計ソフトの運用研修は、DVDや資料の

配付に変更して開催した。

会に先立ち、宮路高光会長が「昨年は1年前

には想像も及ばない、新型コロナウイルス一色

の年となった。その影響で各種行事の自粛や、

総会･総代会が規模縮小での開催を余儀なくさ

れるなど、土地改良区におかれても大変ご苦労

されたと思う。また、7月には甚大な豪雨災害

も発生した。被災された皆様方には、改めてお

見舞い申し上げるとともに、1日も早い復旧を

心から願っている。また、土地改良区の活動に

目を向けると、各種規程の改正や複式簿記へ

の移行準備など、法改正に伴う対応に追われた

年でもあったことと思う。特に、貸借対照表の

作成に必要な複式簿記会計の正式導入は、い

よいよ残り1年となった。本日は、土地改良区

が新しい土地改良制度の下で適切に事業活動を

実施していくために必要な事務手続きの研修内

容となっているので、講師の皆様、受講される

皆様には、よろしくお願いしたい。最後に、農

業農村整備予算に関する令和2年度の補正予算

と、令和3年度の当初予算概算が決定され、総

額6,300億円が確保された。予算や制度に関し

ては、本会でも各関係機関と連携して要請活動

を行っているが、県選出国会議員の先生方はも

とより、進藤金日子議員並びに宮崎雅夫議員の

ご尽力と、二人体制による効果が大きく現れて

いるのではないかと思う。今後も、土地改良区

の皆様方のご意見･ご要望等に対応する支援を

進めてまいりたいので、引き続き、ご支援･ご

協力をお願い申し上げる。本日が有益な研修と

なることを期待したい」と挨拶した。

研修会では、はじめに公認会計士の宮川秀樹

氏が、「財務諸表と移行手続」と題して講義を行

い、貸借対照表、正味財産増減計算書、収支

決算書の意義や、各財務諸表相互の関係につい

て解説した。また、複式簿記開始初年度に作成

する、開始貸借対照表の作成手順を詳細に説明

した。

宮川氏は、本会が実施している土地改良区の

会計指導にも時間を割いて同行されており、そ

の指導時に受けた質問や、土地改良区が共通し

て抱えている会計上の課題等についても、「指

導時の問題点」として解説し、注意を促した。

会場全景

会長挨拶
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次に、全国水土里ネット会長会議顧問の進藤

金日子参議院議員が、リモートにより、東京の

事務所から農業農村整備に関する情勢報告を

行った。

令和3年度土地改良予算の概要に関する説明

や、新たな土地改良長期計画が3月に閣議決定

される見込みであり、土地改良区の運営基盤強

化が制度として検討されていくものと思われる

との話があった。

また、新型コロナの影響で問題が顕在化して

きているが、海外に依存しない食料とエネル

ギーの自給は安全保障も喫緊の課題となってお

り、特に食料の自給力・供給力の維持・向上のた

めには、農地・水の共同活動や担い手対策、農

業分野における技術の活用など、さまざまな対

策を一体的に進めていく必要があり、今後も現

場の声をいただきながら、的確に施策に反映す

る活動を続けてまいりたい、と締めくくった。

最後に、県農地整備課用地換地係の担当者が、

「土地改良法改正の概要及び土地改良区の義務

事項」について説明した。中でも令和4事業年度

から義務となる「貸借対照表の作成・公表」につ

いては、複式簿記会計への移行が必要となるこ

とから、早急な対応が必要であると強調した。

なお、県内土地改良区の多くが購入の意向を

示していた2種類の会計ソフトついて、当初は

会場で運用研修を予定していたが、新型コロナ

感染拡大防止対策として中止することとなり、

後日、希望するソフトの関係資料を配付し、予

算化や早期購入の検討を依頼した。

終了後のアンケートでは、複式簿記会計に

関する指導や研修の要望が多く、本会として

も令和4年度の本格移行まで猶予が1年を切る

中、指導支援のさらなる強化を図ることとして

いる。

宮川公認会計士による会計の講義

リモートで講義する進藤議員

県農地整備課の担当者による説明

熱心にメモを取る姿が見られた
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令和2年度 第2回地域土改連連絡協議会 
及び土地改良区地域連絡会議を開催

2月中旬から下旬にかけて、県内7地域で第2

回地域土改連連絡協議会及び土地改良区地域連

絡会議が開催され、県、市町村、土地改良区及

び本会職員等が参加した。

両会議は、地域ごとの特性を踏まえた農業農

村整備事業の円滑な展開と、会員相互の事業活

動や運営に関する情報交換を行い、必要な研修

や意見交換等を行うことを目的に開催している

ものである。今年度は新型コロナ感染防止対策

を講じた上で開催時間を短縮して開催された。

□鹿児島地域：2月19日　日置市

□南薩地域：2月24日　南さつま市

□北薩地域：2月26日　さつま町

□姶良･伊佐地域：2月18日　霧島市

□大隅地域：2月17日　鹿屋市

□熊毛地域：2月15日　西之表市

□奄美地域：2月25日　奄美市

【地域土改連連絡協議会】
地域土改連連絡協議会では、第63回通常総

会提出議案の事前説明と決議案、また、本会

学識経験理事の補欠選任に伴い、各地域にお

ける「役員選考委員」の候補者選任を審議・決定

した。

【土地改良区地域連絡会議】
土地改良区地域連絡会議では、土地改良区運

営基盤強化に関する県内の取り組み状況報告や

土地改良区に関係する各種制度等について、県

農地整備課の担当者からリモートによる説明が

行われた。

□主な説明事項

1 押印を求める手続き等の見直しのための国

関係通知の改正について

2 土地改良区の運営基盤強化に係る取り組み

状況について

3 水利権に係る「水利使用規則」の適正な運

用について

4 土地改良施設の突発事故対応について

5 農業用ダム洪水調節機能の強化に係る制

度拡充について

6 ダム管理主任技術者研修について

なお、参加者からは、押印を求める手続きの

見直しと定款規約等の改正に関する質問や、ダ

ム管理主任技術者研修の受講による実務経験期

間短縮に関する質問、突発事故の発生と工事対

応までの期間の照会など、さまざまな質問や要

望等が出されたが、県農地整備課が各会場での

質疑をとりまとめ、後日、各地域振興局等を介

して各土地改良区に回答が示された。

大隅地域会場全景

堀専務理事の挨拶
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令和2年度 土地改良換地士部会及び 
第2回換地技術力向上研修会を開催

2月12日、県土地改良会館において換地技術

者の技術力向上を目的に、令和2年度土地改良

換地士部会及び第2回換地技術力向上研修会が

開催され、県内で換地業務に携わる土地改良換

地士等28名が出席した。

部会では、令和2年度の土地改良換地士試験

合格者3名に対して、合格証書の授与が行われ

た後、土地改良換地士部会の役員選任が行わ

れ、新会長に本会の森優・鹿児島事務所長が選

任された。

その後、県農地整備課用地換地係の担当者よ

り換地計画書作成業務における留意点に関する

説明が行われた。

また、土地改良換地士部会閉会後には、第2

回換地技術力向上研修会が開催され、昨年11

月に宮崎県で開催された換地関係異議紛争処理

対策検討会に出席した本会職員より、異議紛争

処理事例について報告が行われた。

次に、2月9日にWEB会議方式で開催された

九州協議会換地・確測担当者会議の出席者より、

各県の令和2年度の業務計画や、換地・確測業

務に関する問題点についての報告が行われた。

最後に、土地改良換地の実務における問題点

や指摘事項について、出席者による意見交換を

行い、換地業務担当職員間の情報共有や今後の

課題に関する検討が行われた。

令和2年度 農地利用集積推進対策会議を開催
令和2年度農地利用集積推進対策会議が、3

月16日に県土地改良会館で開催され、県農地

整備課、県農業会議、県地域振興公社(農地中

間管理機構)、市町村、土地改良区、本会職員

で構成される委員等14名が出席した。

同会議は、土地改良区体制強化事業の実施要

綱に規定される、農地利用集積に関する指導の

一環として開催されたもので、事業推進地区か

らの報告と意見交換が行われた。

令和元年度から事業推進地区となっている大

島郡与論町の岸元地区からは、前年度と比較し

て担い手への集積率が微かながら増加したこと

が報告され、今後、農地中間管理事業の積極的

な活用と、畑かん導入による高付加価値の作目

検討について指導があった。

また、今年度より推進地区となった曽於郡大

崎町の長田地区については、地区の認定農家

が13戸、担い手農家が6戸・3法人で地区の約

38％ (13.9ha)を経営。その中で、経営面積

の特に大きい1法人・認定農家5戸の経営農地

約28％ (10.3ha)を担い手の経営農地として集

計・整理を行ったことが報告された。

積極的に中間管理事業に取り組み、農地の利

用集積は進んでいるが、個別の経営農地が分散

しているため、今後、担い手の経営地近辺を対

象に、関係機関と連携して利用権設定を推進す

るよう担い手へ指導・助言することとなった。

換地士部会 農地利用集積推進対策会議
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令和2年度 中山間ふるさと・水と土保全
対策事業 リーダー育成研修会を開催

1月29日、中山間ふるさと・水と土保全対策

事業の一環として、地域住民活動を推進するた

めの人材育成並びに、ワークショップによる合

意形成手法を習得することを目的としたリー

ダー育成研修会が鹿児島県青少年会館にて開催

され、水土里サークル活動等の地域活動組織の

代表をはじめ市町村、土地改良区の職員等75

名が参加した。

研修会は、参加者への検温をはじめ、消毒液

の設置、フェイスシールドの着用等、新型コロ

ナウイルス感染防止対策を徹底し開催された。

研修会冒頭、本会の吉住紀隆農村整備課長

が研修会への参加に対するお礼を述べた後、過

疎・高齢化等の進行による農村地域の活力低下

が要因となり、農地や土地改良施設を利活用し

た地域住民活動に支障をきたし、大きな課題と

なっていることについて説明した。

■第1部 保全活動の推進

近年、農村地域の高齢化が進行し、田畑の保

全管理作業に支障をきたしており、特に草刈り

作業中の事故が多発している実情を踏まえ、草

刈り作業の労力軽減及び安全性が見込める自走

式草刈り機（モア）に関する講話が行われた。

まず、日置市の活動組織 ｢上神殿ふるさと再

生しよ会｣及び曽於市の活動組織 ｢曽於市財部

地区広域協定｣より、地区の概要紹介や草刈り

作業に使用するモアの種類、メリット･デメリッ

ト、購入費用及び使用の際の注意点等について

事例発表があった。

次に、本会職員より共同活動における安全管

理について、草刈り機やチェーンソーを用いる

際の注意点等の説明があった。

最後に、南九州沖縄クボタよりモアの機種紹

介が行われ、第１部は終了した。

なお、会場には3種類のモアが展示され、参

加者は興味津々な面持ちで見学していた。

■第2部 地域合意形成手法の習得

続いて、地域合意形成手法の習得を目的と

して、合意形成の手段として用いられるワーク

ショップについての講義が行われた。

初めに、いちき串木野市の木塲英朗様より、

「地域で合意形成をとるために」と題して、講

義が行われた。内容は、よりよい話し合いを進

める「コツ」として、『目的を共有』･『約束事を

共有』･『場を共有』の３つを大事にすることで、

研修会の開催状況

「上神殿ふるさと再生しよ会」による事例発表

「曽於市財部地区広域協定」による事例発表
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活動情報

話し合いのゴール地点が明確化され、ルールを

共有することでワークショップを円滑に進める

ことができ、参加者の参加意識を高揚させるこ

とで多くの意見を呼び込むことができると説明

があった。

次に、本会職員によるワークショップについ

ての講義が行われ、ワークショップの特徴やメ

リットを述べた後、本会で過去に実施した「水

土里のふるさと探検隊」の事例を紹介した。

最後に実施したアンケートでは、「合意形成

のコツが参考になった」「実践者の話は興味深い」

「参加者全員のフェイスシールドの着用はいい

と思う」等の意見が寄せられたほか、今後受け

てみたい研修として「情報交換を含めたワーク

ショップの実践」「防草シートの事例発表」「草刈

り機等の実演」等が挙げられた。

本会では、こうした意見を参考に、今後も研

修内容の充実を図っていきたい。

鹿児島県農業集落排水事業連絡協議会
第31回通常総会を開催

6月1日、鹿児島県農業集落排水事業連絡協議会

第31回通常総会が、新型コロナウイルス感染拡大

防止のため書面議決で開催され、提出された議案

は全て原案どおり可決承認された。

なお、役員改選により橋本欣也伊佐市長が新た

に会長に選任された。

本総会の提出議案は、以下のとおり。

□提出議案

第 1 号議案　令和 2 年度事業実績及び収支

決算書（案）について

第 2 号議案　令和 3 年度事業計画（案）及び

収支予算書（案）について

第 3 号議案　役員等の改選（案）について

鹿児島県水土里サークル活動支援協議会が
総会を開催

6月9日、鹿児島県水土里サークル活動支援協議会の
総会が、県土地改良会館で開催された。

当日は、新型コロナウイルス感染拡大防止のため書
面議決を基本に縮小して開催され、宮路高光会長ほか5
名が出席した。

提出された議案は全て原案どおり可決承認され、役
員補欠選任では、副会長に橋本欣也伊佐市長が選任さ
れた。

本総会の提出議案及び令和2年度取り組み実績は、以
下のとおり。

□提出議案
第1号議案　令和2年度事業実績及び収支決算に

ついて
第2号議案　令和3年度事業計画（案）及び収支

予算書（案）について
第3号議案　規約の一部改正について
第4号議案　役員の補欠選任について

□令和 2 年度取り組み実績
　○取組市町村数：40
　○活動組織数：624
　○認定農用地面積：45,737ha
　○カバー率：44.1％

いちき串木野市の木塲様による講演
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令和2年度補正予算、令和3年度予算が決定
令和2年度補正予算が1月28日、令和3年度当初予算が3月26日、それぞれ成立した。

◇令和2年度補正予算
農林水産関係予算は、総額2,897億円が確保された。このうち公共事業に、2,873億円、非公共事

業24億円で、農業農村整備事業関係予算は、1,855億円が充てられる。

◇令和3年度当初予算
農林水産関係予算は、総額5,822億円が確保された。このうち公共事業に、4,263億円、非公共事

業に1,559億円で、農業農村整備事業関係予算は、4,445億円が充てられる。

◆農業農村整備事業関係予算
令和3年度当初予算4,445億円に令和2年度補正予算1,855億円を含めると、6,300億円が確保さ

れた。

主な内容は、以下のとおり。
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政策情報

【参考1】　令和2年度　農林水産関係補正予算の重点事項　〈抜粋〉 

1.「総合的なTPP等関連政策大綱」に基づく施策の実施

(1) 次世代を担う経営感覚に優れた担い手の育成

①農地の更なる大区画化・汎用化の推進〈公共〉 188億円
・農地中間管理事業の重点実施区域等において、担い手への農地集積・集約化を加速化してコメの生

産コストの大幅な削減等を図るため、農地の大区画化や排水対策、水管理の省力化等の整備を実
施・支援

②中山間地域所得確保対策 1億円
このほか関係中山間地域優先枠 199億円
・中山間地域の特色をいかした農業の展開のための計画の策定と実践を、基盤整備等の関連事業と

併せて総合的に支援

③鳥獣被害防止総合対策 23億円
・中山間地域等での農作物の被害の軽減を図るため、鳥獣の侵入防止柵の整備、効率的・効果的な捕

獲に向けた生息調査の実施、現場での実践的な捕獲者育成研修の実施等を支援
・捕獲活動の強化に伴うジビエへの利活用を促進するため、ジビエ処理加工施設と流通業者の連携

による販売促進等を支援

2.防災・減災、国土強靱化と災害復旧の推進

(1) 防災・減災、国土強靱化の推進

①農業水利施設、ため池等の対策〈公共〉 1,155億円
・農業用ダムの洪水調節機能の強化や市街地・集落を含む農村地域の排水対策を図るため、農業水利

施設の整備を実施・支援
・水田の貯留機能の向上を図るため、田んぼダム等に取り組む地域で実施される農地の整備を実施・

支援
・激甚化・頻発化する豪雨災害等に対応して老朽化対策や豪雨・地震対策を進めるため、施設の集約・

再編を含む農業水利施設等の補修・更新を実施・支援
・防災重点農業用ため池の劣化状況評価、地震・暴雨耐性評価、統廃合を含む防災工事を支援
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【参考2】　令和3年度　農林水産関係予算の重点事項　〈抜粋〉 
※各事項の（　）内は、令和2年度当初予算

1.農業農村整備、農地集積・集約化、担い手確保・経営継承の推進
　～コロナを契機とした地方での事業・雇用の創出～

(1) 競争力強化・国土強靱化のための農業農村整備の計画的な推進

①農業農村整備事業〈公共〉 3,333億円（3,264億円）
 【3次補正予算】1,855億円

○農業の競争力強化や農村地域の国土強靱化を図るため、農地の大区画化・汎用化、農業水利施設
の適切な更新・長寿命化、防災重点農業用ため池対策の強化、農業用ダムの洪水調節機能強化や
田んぼダムの取組拡大等を実施・支援

○農村地域のインフラの持続性の確保と農村の活性化を図るため、集落排水施設や農道の再編、強
靱化、高度化等の定住条件の整備を支援

・農業用ダムの洪水調節機能の強化や市街地・集落を含む農村地域の排水対策を図るため、農業水利
施設の整備を実施・支援

・水田の貯留機能の向上を図るため、田んぼダム等に取り組む地域で実施される農地の整備を実施・
支援

・激甚化・頻発化する豪雨災害等に対応して老朽化対策や豪雨・地震対策を進めるため、施設の集約・
再編を含む農業水利施設等の補修・更新を実施・支援

・防災重点農業用ため池の劣化状況評価、地震・豪雨耐性評価、統廃合を含む防災工事を支援

②農地耕作条件改善事業 248億円（250億円）
○農地中間管理機構による担い手への農地の集積・集約化、高収益作物への転換を推進するため、

機構による担い手への農地の集積・集約化が行われる地域等において、農業者の費用負担の軽減を
図りつつ、農地の区画拡大等を支援

③農業水路等長寿命化・防災減災事業 258億円（258億円）
○農業生産活動の基盤となる農業水利施設の機能を安定的に発揮させるため、機動的・効率的な長

寿命化・防災減災対策を支援

④農山漁村地域整備交付金〈公共〉 807億円（943億円）
・地方の裁量によって実施する農林水産業の基盤整備や農山漁村の防災・減災対策に必要な交付金を

交付
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(2) 農地中間管理機構による農地集積・集約化と農業委員会による農地利用の最適化

①農地の大区画化・汎用化の推進〈公共〉 3,333億円の内数（3,264億円の内数）
 【3次補正予算】188億円

○農地中間管理機構が借り入れている農地について、都道府県が、農業者からの申請によらず、農
業者の費用負担等を求めずに基盤整備事業を実施すること等により、地域の特性に応じた農地の
大区画化・汎用化等を実施・支援

・農地中間管理機構の重点実施区域等において、担い手への農地集積・集約化を加速化してコメの生産
コストの大幅な削減等を図るため、農地の大区画や排水対策、水管理の省力化等の整備を実施・支援

2.農山漁村の活性化
　～コロナを契機とした都市部から地方への移住を促す環境の整備～

(1) 日本型直接支払の実施

①多面的機能支払交付金 487億円（487億円）
○農業・農村の有する多面的機能が維持・発揮されるとともに地域全体で担い手を支えるため、農業

者等で構成される活動組織が農地を農地として維持していくために行う地域活動、地域住民を含
む活動組織が行う地域資源の質的向上を図る活動に交付金を交付

②中山間地域等直接支払交付金 261億円（261億円）
○中山間地域等における農業生産条件の不利を補正するため、棚田地域を含む中山間地域等での農

業生産活動を継続して行う農業者等に交付金を交付

(2) 中山間地農業の所得向上を始めとした農山漁村の活性化

①中山間地農業ルネッサンス事業〈一部公共〉 406億円（442億円）
○棚田を含む傾斜地等の条件不利性や鳥獣被害の増加等の中山間地農業の状況を踏まえつつ、地域

の特色をいかした多様な取組を後押しするため、多様で豊かな農業と美しく活力ある農山村の実
現、地域コミュニティによる農地等の地域資源の維持・継承に向けた取組、不測の事態に備えた都
市部と農村部の安定的な連携体制の構築に取り組むモデル地区の創出等を総合的に支援

②棚田・中山間地域対策〈一部公共〉
　（中山間地域農業村総合整備事業） 57億円（50億円）
　（農山漁村地域整備交付金） 807億円の内数（943億円の内数）

【3次補正予算】（中山間地域所得確保対策）　　1億円
このほか関係中山間地域優先枠　199億円

○棚田地域を始めとする中山間地域における収益力向上を図るため、農業生産を支える水路・ほ場
等の基盤整備と加工・販売施設等の整備とを一体的に支援

・中山間地域の特色をいかした農業の展開のための計画の策定と実践を、基盤整備等の関連事業と
併せて総合的に支援
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③鳥獣被害防止対策とジビエ利活用の推進
○農作物被害のみならず農山漁村の生活に大きな影響を与える鳥獣被害の防止に向け、捕獲者のサ

ポート体制の構築、捕獲頭数の増加に応じた支援の導入等による捕獲活動を抜本的に強化するほ
か、林業関係者によるシカの捕獲効率向上対策等を実施

○地域資源を有効に活用したジビエ利活用の拡大に向け、捕獲者や処理加工施設の人材の育成、処
理加工施設の整備、プロモーション等による需要拡大の取組を支援

・中山間地域等での農作物の被害の低減を図るため、鳥獣の侵入防止柵の整備、効率的・効果的な捕
獲に向けた生息調査の実施、現場での実践的な捕獲者育成研修の実施等を支援

・捕獲活動の強化に伴うジビエへの利活用を促進するため、ジビエ処理加工施設と流通業者の連携
による販売促進等を支援

④特殊自然災害対策施設緊急整備事業 3億円（3億円）
○火山の降灰等の被害に対応するため、洗浄用機械・施設等の整備、これと一体的に行う用水確保

対策等を支援

3.防災・減災、国土強靱化と災害復旧の推進
　～激甚化する災害にも負けない生産基盤の整備～

(1) 防災・減災、国土強靱化の推進

①農業水利施設、ため池等の対策〈公共〉 【3次補正予算】1,155億円
・農業用ダムの洪水調節機能の強化や市街地・集落を含む農村地域の排水対策を図るため、農業水利

施設の整備を実施・支援
・水田の貯留機能の向上を図るため、田んぼダム等に取り組む地域で実施される農地の整備を実施・

支援
・激甚化・頻発化する豪雨災害等に対応して老朽化対策や豪雨・地震対策を進めるため、施設の集約・

再編を含む農業水利施設等の補修・更新を実施・支援
・防災重点農業用ため池の劣化状況評価、地震・豪雨耐性評価、統廃合工事を含む防災工事を支援

②海岸堤防等の対策〈公共〉 【3次補正予算】7億円
・南海トラフ地震等の大規模地震が想定される地域での堤防の嵩上げ、補強等による津波・高潮対策

や、老朽化が進行した海岸保全施設の改修等を実施・支援

(2) 災害からの復旧・復興

①災害復旧等事業〈公共〉 198億円（196億円）　
 【3次補正予算】1,449億円

○地震・豪雨等により被災した農地・農業用施設、治山施設、林道施設、漁港施設等の復旧等を実施・
支援

・令和2年7月豪雨等により被災した農地・農業用施設・治山施設・林道施設、漁港施設等の速やかな
復旧等を実施・支援
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政策情報

「土地改良長期計画」の策定について
3月23日、新たな「土地改良長期計画」が閣議決定された。同計画は、土地改良法第4条の2の規定に

基づき、土地改良事業が計画的に実施されるよう中長期的な視点から、土地改良事業の実施の目標及び

事業量等を定めたもので、おおむね5年ごとに見直され、新たな土地改良長期計画では令和3年度から

令和7年度までの5年間を対象年度としている。

近年の国の情勢としては、「食料・農業・基本計画〈令和2年3月31日閣議決定〉」に基づく、食料自給率

の向上及び食料安全保障を確立する政策目標、「農業用ため池の管理及び保全に関する法律」及び「防災

重点農業用ため池に関する防災工事等の推進に関する特別措置法」に代表される、頻発・激甚化する自然

災害に対する国土強靱化の取組への推進、「経済財政運営と改革の基本方針2020〈令和2年7月17日閣

議決定〉」に基づくポストコロナ時代を見据えた経済財政運営と経済・財政一体改革等があり、これらの

施策の実現に向け、土地改良事業の果たす役割が大きく期待されている。

また、農業・農村を取り巻く情勢としては、新型コロナウイルス感染拡大により波及した田園回帰への

気運の高まり、深刻化する農村地域における担い手の高齢化及び労働力不足、地域コミュニティの機能

低下がもたらす農業水利施設等の老朽化、農業生産基盤の維持管理の脆弱化への懸念、大規模自然災害

の頻発化・激甚化、農林水産物・食品輸出の戦略的推進、持続可能な開発目標(SDGs)に対する関心の高

まり等がある。

これらの情勢変化等を踏まえ、同計画では農業・農村が目指すべき姿として、「人口減少下で持続的に

発展する農業」及び「多様な人々が住み続けられる農村」を掲げている。例えば、農業の省力化を実現す

る方策の一つとして、スマート農業が実装可能となる基盤整備の推進が挙げられている。

1つ目の政策課題として産業政策の視点より、「生産基盤の強化による農業の成長産業化」を掲げ、「担

い手への農地の集積・集約化、スマート農業の推進による生産コスト削減を通じた農業競争力の強化(政

策目標1)」並びに「高収益作物への転換、産地形成を通じた産地収益力の強化(政策目標2)」を政策目標

としている。

2つ目の政策課題として地域政策の視点から、「多様な人が住み続けられる農村の振興」を掲げ、「所得

と雇用機会の確保、農村に人が住み続けるための条件整備、農村を支える新たな動きや活力の創出(政

策目標3)」を政策目標としている。3つ目の政策課題として両政策を支える視点から、「農業・農村の強靱

化」を掲げ、「頻発化・激甚化する災害に対応した排水施設整備・ため池対策や流域治水の取組等による農

業・農村の強靱化(政策目標4)」並びに「ICTなどの新技術を活用した農業水利施設の戦略的保全管理と柔

軟な水管理の推進(政策目標5)」を掲げている。

主な内容は以下のとおり。
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地域情報

沖永良部島畑かん営農ちゃんねる
皆様はYouTubeといえば何を観ますか？

バラエティに音楽、YouTuberの登録動画

等々たくさんあるかと思います。

今回はYouTubeを活用している『沖永良部島

畑地かんがい営農推進協議会』（以下協議会）を

紹介します。

沖永良部島では国営かんがい排水事業沖永良

部地区が平成19年度に開始し、今年度ついに

事業が完了する予定となっています。今後は県

営畑地帯総合整備事業により、末端ほ場までの

施設整備を引き継ぐ計画となっています。

畑かんの施設整備と合わせ、水利用推進も

重要な課題となっている中、平成20年7月に協

議会が発足し、和泊町・知名町をはじめとする

各関係機関で構成され、これまで畑かん営農ビ

ジョン達成に向け、さまざまな活動を行ってき

ました。

この協議会活動の一環で令和2年6月10日に

YouTubeチャンネル『沖永良部島畑かん営農

ちゃんねる』を開設し、これまで8本の動画を

公開しています。

現在公開中の主な動画としては

① 埋設型散水器具設置ほ場サトウキビ植付

方法

② ばれいしょ掘取り・かん水のポイント

③ 里芋生分解性マルチ・かん水について

など、散水器具の使用方法から作物の栽培方

法まで多岐に渡って紹介されています。

また、各地区の事業説明会でも放映され、わ

かりやすい動画がとても好評です。

何より、この動画の見どころは地元受益者

が登場しているところであり、今後スプリンク

ラー導入を検討している方や、使用方法がわ

からない方への情報発信源となっています。特

に、初めてほ場埋設式のスプリンクラーを導入

しようとしている受益者にとっては、「中央埋

設は作物の植え付けや収穫時に邪魔になるので

は」との不安の声が多く聞かれます。このよう

な声に応えるべく、既に埋設式スプリンクラー

を導入している耕作者への取材を通し、植え付

け方法やかん水のタイミングなどその不安を解

消できるような動画作成を行っています。

協議会事務局としては、今後も年に4本程度

の動画作成を予定しており、YouTubeに公開す

ることでアーカイブとして保存・共有され、情報

を必要とする受益者にとって実際の営農イメー

ジを伝えることができる重要なツールと位置づ

けています。また、説明会や地元有線テレビで

も放映されているため、YouTubeを視聴でき

ない方でも観ることが可能であり、中でもUAV

を活用した上空からの映像は、実際の図面のイ

メージがつかめることや、普段の目線と違う角

度から観られるとのことで、好評のようです。

YouTubeチャンネルでのPRを通し、有効で

活発な水利用が図られ、『進化へ挑戦する沖永

良部島の農業』がさらに発展することが望まれ

ます。

皆様もぜひご覧ください!!

動画撮影の様子

動画画面キャプチャ－

沖永良部島畑かん営農ちゃんねる

QRコード
から
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お知らせ

第43回全国土地改良大会（群馬大会）の開催について
10月6日、第43回全国土地改良大会が、全国水土

里ネットと水土里ネット群馬主催のもと、「鶴舞う形　

群馬の大地　水土里の未来へ　ここから羽ばたいて」を

テーマに、群馬県コンベンション施設Gメッセ群馬で開

催されます。

詳細につきましては、本会の各事務所・支部を通じて

ご案内しますのでぜひご参加ください。

○大会の概要
１．開  催  日：令和3年10月6日（水）

２．開催場所：群馬県コンベンション施設Gメッセ群馬

（群馬県高崎市岩押町12番24号）

３．主　　催：全国土地改良事業団体連合会

群馬県土地改良事業団体連合会

４．参  加  者：全国の農業農村整備事業関係者

５．問  合  せ：水土里ネット鹿児島 総務部 総務課

（TEL：099-223-6111）まで

令和3年度 農業農村整備優良地区コンクール 参加地区募集
「農業農村整備優良地区コンクール」が、今年も全国水土里ネットの主催で開催されます。農業振興部

門と中山間地域等振興部門の2部門で募集を行います。

農業振興部門は、事業の実施を契機に、産地収益力の向上や担い手の体質強化が図られている地区、

もしくは確実に見込まれる地区が対象です。また、中山間地域等振興部門は、中山間地域等において、

農業振興部門の内容に加え、農村協働力を活かした地域資源の保全管理体制の強化や美しい農村環境の

創造等を通じた地域づくりに取り組んでいる地区、もしくは確実に見込まれる地区が対象です。

応募の際は、水土里ネット鹿児島の会長による推薦が必要となりますので、参加のご希望がございま

したら、下記へお問い合わせください。

１．応  募  部  門：農業振興部門、中山間地域等振興部門（2部門）

２．提  出  書  類：推薦書、参加申込書、地区の概要、地区調書、その他説明資料

３．賞 ：農林水産大臣賞、農村振興局長賞、全国水土里ネット会長賞

４．選  定  方  法：①参加申込、②県土連会長による推薦、③事前選考会、④選定審査会

５．本会申込期限：令和3年6月30日（水）

６．問 　 合 　 せ：水土里ネット鹿児島 総務部 管理課（TEL:099-223-6116）まで
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お知らせ

「ふるさとの田んぼと水」子ども絵画展2021 作品募集
本会では、今年度も全国水土里ネットとの共催で「ふるさとの田んぼと水」子ども絵画展2021を開催

し、小学生以下を対象に下記の要領で作品を募集します。

テーマは、「新発見！ぼくのわたしのふるさと自慢！」。田んぼやため池、農業用水路などの風景や大切

な水路を守っている人たち、農業に関する古くから伝わる祭りや風習、郷土料理、さまざまな農作業風

景などを描いた作品をお待ちしています。詳しくは、全国水土里ネットホームページ「新・田舎人フォー

ラム」http://www.inakajin.or.jp/をご確認ください。

１．応 募 方 法：水土里ネット鹿児島または子ども絵画展事務局へ郵送

２．応 募〆切：令和3年9月上旬

３．賞　　　：入賞約30点、入選約150点程度（予定）　※参加賞はありません　

４．発　　表：10月中旬頃に本人または代表者にお知らせ

５．授  賞  式：令和3年12月上旬　東京都美術館

入賞者及び保護者1名を授賞式に招待

６．作品展示：令和3年12月上中旬　東京都美術館1階第二展示室

７．問  合  せ：水土里ネット鹿児島 総務部 管理課（TEL:099-223-6116）まで

※記載時期については現時点での予定です。

第30回かごしまフォト農美展 作品募集
本会と鹿児島県農業農村整備情報センターでは、鹿児島県内の魅力ある農業と農村をテーマに、第

30回かごしまフォト農美展の作品を募集します。

１．区 　 　 分：自由部門、課題部門「農を支える水門・水路と農道の四季」

２．応募規定：所定の様式に必要事項を記入し、作品の裏面に貼り付けること

①単 写 真：モノクロ・カラーともに四つ切り以上半切まで

②組み写真：１点につき4枚以内。レイアウトやサイズ、モノクロ・カラーは自由

市販の白いスチレンボード（サイズ：560mm×810mm、厚さ7mm程度）に、記入

済みの作品貼り付け用紙と組み写真キャプションを貼る。

③応募点数：自由部門、課題部門ともに一人10点以内

④出 品 料：無料

３．受　　付：事務局へ郵送または持参にて受付

①中央受付：令和3年8月8日（日）9時～ 17時まで 県民交流センター中研修室3(4F)

②郵　　送：令和3年8月10日（火）必着

※新型コロナウィルス感染拡大防止の観点から地方受付は休止します

４．審  査  会：令和3年9月2日（木）予定

５．展  覧  会：令和4年1月5日（水）～ 10日（月･祝） 鹿児島市立美術館 一般展示室

６．表  彰  式：令和4年1月8日（土）（予定）

７．問  合  せ：鹿児島県農業農村整備情報センター

水土里ネット鹿児島 総務部 管理課内（TEL:099-223-6195）まで
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「三段組版 土地改良法令集 令和3年版」の発行について
農業農村整備事業の適切かつ円滑な運営には関係法令の最新の情報が不可欠ですが、土地改良関係法

令は、昨年7月の「令和2年版法令集」発行後も土地改良換地士資格試験制度、国営・都道府県営事業の

申請要件・国の補助率の見直し、各種手続きにおける押印の見直しなどの改正が行われていることから、

このたび令和3年4月1日現在の土地改良法等の改正内容を取りまとめた法令集として「令和3年改訂版」

が発行されることになりました。

購入を希望される方は、FAXまたはEメールで直接お申し込みください。

※制作部数限りの販売のため希望される場合は早めにお申し込みください。

※今秋には「土地改良法の解説」（法令の逐条解説）の発行も予定されています。

◆装 幀・価 格：A5版790頁程度　4,070円（本体価格3,700円＋消費税）

◆発 行 予 定：令和3年8月上旬予定

◆申　込　先：全国水土里ネット事業部

TEL：03-3234-5592　　FAX：03-3234-5670

E-mail:books＠inakajin.or.jp

（参考）　全国水土里ネット刊行物一覧

書籍名 単価
( 税込 )

送料
( １部 ) 発行年月

三段組版 土地改良法令集 令和３年度版 4,070 860 R3 年 8 月予定

滞納処分の手引 2,970  860  R3 年 3 月

最新版 土地改良換地関係質疑応答集 3,850 860  R3 年 3 月

令和 2 年度版　農業農村整備事業の地方財政措置の手引き  1,600 370 R2 年 10 月

令和元年改訂版　土地改良区監事の監査実務の手引 2,640 860 R1 年 9 月

土地改良区の総代選挙マニュアル 1,100 460  H31 年 1 月

改訂版　土地改良法関係質疑応答集 2,800 510 H24 年 4 月

最新版　土地改良団体指導関係通知集 3,900  860  H29 年 2 月

確定測量関係通知集 2,900 460 H23 年 2 月

最新版　換地関係通知集 3,900 1,190 H29 年 5 月

農業基盤整備資金・担い手育成農地集積資金関係通知集 3,780 860 H17 年 1 月

農業農村整備事業の地方財政措置質疑応答集 平成 25 年度版 4,000 510 H26 年 3 月

農地・農業用施設等災害関連事業の手引き（2016 年版） 2,800 1,190  H28 年 8 月

農地・農業用施設等災害復旧事業の手引 （2015 年版） 2,400 510 H27 年 5 月

農地・農業用施設等災害復旧事業災害査定用写真事例集 1,365 460 H12 年 5 月

2015 年版　災害復旧事業の質疑応答集 2,400 460 H27 年 10 月

改訂版 土地改良区組織運営の手引 2,300 860 H25 年 10 月

要約版　賦課徴収と滞納処分  600  460  H26 年 6 月

土地改良区複式簿記会計の手引 2,000 510 H24 年 11 月

個人情報保護に関する規程例解説  1,000  460  H26 年 5 月 

わかりやすい消費税と土地改良 400 370 H25 年 1 月

農業用用排水路転落事故等判例集 2,800 860 H10 年 5 月
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お知らせ

土地改良会館補修整備工事が完了
令和2年5月から実施してまいりました土地改良会

館の補修整備工事が、令和3年5月末日をもちまして

完了となりました。

補修整備期間中は、会員の皆様に会議室の使用等、

ご不便をおかけしておりましたが、皆様のご協力の

下、無事に終了することができました。

紙面をもってお礼申し上げます。

新規採用職員5名が入会
本年4月から、新たに5名が職員に加わりました。現在、それぞれの配属先で業務に取り組んでい

ます。

本会職員としての自覚と責任を持って業務を全うできるよう、また会員の皆様のお力になれるよ

う、組織をあげて育成に取り組むこととしておりますので、どうぞよろしくお願いいたします。
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玄関ポーチ 5階ホール 洗面所
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水土里ネットの更新情報
（設立・解散、理事長の変更等）

●新理事長

笠野原土地改良区

安藤和文（就任日：令和3年2月22日）

白木土地改良区

立本則利（就任日：令和3年3月16日）

有明町土地改良区

草尾幸八郎（就任日：令和3年3月21日）

薩摩川内市土地改良区

谷山隆信（就任日：令和3年4月1日）

●解散

玉田土地改良区

（認可日：令和3年5月26日）

伊佐市山野十曽土地改良区

井立田正（就任日：令和3年4月1日）

曽於南部土地改良区

下平晴行（就任日：令和3年4月1日）

吹上町土地改良区

澁江和雄（就任日：令和3年4月12日）

高尾野町江内土地改良区

柳ヶ水繁（就任日：令和3年5月5日）

水土里ネット鹿児島 令和3年度版PRパンフレットを作成
本会の概要や業務活動を紹介する、令和3年度版PRパンフレットを作成しました。

概要誌「明
あ

日
す

・農
の

・夢
ゆめ

」では、本会の概要をはじめ、組織体制や令和3年度事業計画、主な事業活動等を

紹介しています。

また、「私たちにおまかせください 業務推進プロジェクト2021」は、本会が行う各種事業をより具

体的に紹介したものです。本会独自の地域支援事業をはじめ、事業計画書やハザードマップの作成、換

地に関する手続き、調査･設計等に係る各種事業、施設管理、水土里情報システムやGISを使った事業、

会員支援等々、本会が実施している事業･業務の内容等を掲載しております。

会員の皆様には、最寄りの事務所･支部を通じてお届けいたしますので、ご一読ください。また、本

会の事業活動等につきましても、お気軽にお問い合わせください。

み ど り

水土里ネット鹿児島
（鹿児島県土地改良事業団体連合会）明日・農・夢

あ す の ゆめ

h t t p : / /www .m i d o r i n e t - k a g o s h im a . j p /

2021
水土里ネット鹿児島の概要

202
1

鹿 児 島 事 務 所 所　　　長 森　　　優 ☎099-273-6732

北 薩 事 務 所 所　　　長 久保　義文 ☎0996-21-3866

大 隅 事 務 所 所　　　長 内村　住春 ☎0994-44-7796

曽 於 支 部 支　部　長 亀井　康二 ☎099-482-5757

熊 毛 事 務 所 所　　　長 西田　国広 ☎0997-22-0824

大 島 事 務 所 所　　　長 北山　吉里 ☎0997-52-7830

徳 之 島 支 部 支　部　長 折田　耕栄 ☎0997-83-4004

沖 永 良 部 支 部 支　部　長 神川　英資 ☎0997-92-3059

部　　長 村尾　清人

農村整備課長 吉住　紀隆

農村計画官 日高　和人

換地課長 木下　剛志 ☎099-223-6117

センター長 児島　義昭

課　　長 中村　達裕

技術調整官 東　　陽一

土 地 改 良 研 究 所 所　長(兼) 上市園　誠 ☎099-223-6155

部　　長 上市園　誠

総務課長 有村　昌一

管理課長 繁昌　賢治

指導調整官 前田　範子

事 業 部
☎099-223-6135

水土里情報センター ☎099-223-6347

総 務 部

☎099-223-6111

☎099-223-6116

整備前 整備後

畑地帯総合整備事業 （担い手育成型） 中里地区  （喜界町） オルソ画像

施設管理状況（計装盤点検）生きもの学習会（第一国分東地区）　 ため池HM作成(地域防災検討会)

（左）2021水土里ネット鹿児島の概要

「明日･農･夢」
（右）「私たちにおまかせください」

水土里ネット鹿児島
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コラム「明日・農・夢」

▼ようやく土地改良会館の改修が完了した。昨年5月に着工し、以来訪問された皆様に
は多大なご迷惑をおかけした。心からお詫びを申し上げたい。
　当館は昭和54年にこの地に建設され、約40年が経過した間に耐震補強も含めて２回
ほど改修が行われたが、内部の水回りや配線等がひどい状況であるなど経年劣化が大き
くなったことから、内装を中心に大幅な改修を行ったところである。また、外観はほと
んど変わりないが、少し変化している部分もあるので、お気づきいただければと思う。
　実は計画の際、この地に新築するか移転するかの案もあったそうであるが、最終的
にはいわゆるリフォームという形となった。ただ各階毎に改修を行うため、改修対象
の階は5階の大会議室へ移転して業務を行うこととなり、各階2回の引っ越し作業と
なった。
　また昨年は通常業務に加え、コロナの影響による変更や災害多発により業務量も増え
るなど、職員や会員の方々にも大変な苦労をかけたところである。しかし、真新しい職
場で、照明も明るくなり（天井が低くなったからか）、特にトイレもおしゃれな感じに
なっているので、職員も職場環境が改善され、作業能力もアップするのではと密かに期
待しているところである。お近くにお寄りの際はぜひ足をお運びいただきたい。

土地改良会館改修

▼最近女性登用の促進がいろんな計画で示されている。今年度から始まる「第5次男女
共同参画基本計画」では2025年度までに土地改良区の女性理事の割合を10％に引き
上げる目標が示された。これを受け、今年3月に閣議決定された土地改良長期計画にお
いても同様な目標が明記された。いよいよ本格的に女性登用を進める必要がある。
　しかし、2016年度の全国調査では女性理事は0.6％にとどまっているようで、厳し
い状況にはあるが、一方で、女性が活躍することが土地改良や農業農村の振興発展につ
ながるとの期待感もあるそうだ。実際、本会の換地の職員が以前、男性ばかりの換地委
員会で換地選定作業を行ったがまとまらず、どうしたものかと悩んだ数日後、何と換地
委員が奥様方に変わり、再度協議したらすぐにまとまったという話を聞いた。やはり母
ちゃんたちの存在は大きい。また、昔は、トンネル工事の際、女性がトンネルに入ると
山の神がお怒りになるとのことで、女性が土木技術者になることさえ嫌われた時代も
あったが、今では、土木も農業土木も女性技術者が大いに活躍している。
　我々男どもの意識改革も徐々に進みつつあり、本会の理事も含めて土地改良区の女性
理事登用の機運を高めて行かなければならないが、そう言えば本県の「土地改良女性の
会」の発足も考えなければならないのであった。
　皆様方のご支援、ご協力を切にお願いしたい。

堀　洋一郎（水土里ネット鹿児島　専務理事）

女性登用の機運を
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編 集 後 記

会議・研修会情報
主として会員を対象とする会議・研修会等の令和3年6月1日現在の予定です。

変更になる可能性もありますので、詳細は事前に担当課までお問い合わせください。

▼例年よりずいぶん早い桜の開花や梅雨入りなど、今年は自然界の移り変わりが早く感じてなりません。その中で、昨年
来猛威を振るう新型コロナウイルス感染症の影響は続いておりますが、ワクチン接種も順次始まり、未曽有のコロナ禍に
も希望の光が差してきました。一日も早い終息を願うものです。▼新たな「土地改良長期計画」が3月に閣議決定されま
した。農業の成長産業化と農村振興の両面を重視し、これを下支えする農業・農村の強靱化を３本柱に据え、令和3年度
から5年間の土地改良事業の指針となるものです。今後、この計画に基づき、施策が進められることとなります。▼約１
年を要した土地改良会館の改修工事が完了しました。床がOAフロアとなり、見た目もスッキリし、配線に引っかかるスト
レスもなくなるなど、各所において快適な執務環境となっています。また、新規採用者5名が加わり、新たな体制で令和
３年度の事業活動等に取り組んでまいります。引き続きよろしくお願いいたします。▼本誌の編集作業に初めて携わり、
１冊の広報誌を作り上げるだけでも、多くの方の原稿作成への協力と、その後の校正や校閲、誌面レイアウトなど、様々
な工程と作業が必要であると実感するとともに、伝わる文章を書くことの難しさを痛感しています。また、今号より表紙
デザインやコンテンツ構成の見直しを行いました。今後も多くの方に興味を持って読んで頂けるような誌面づくりを心が
けてまいります。（Ｈ）

開催日（予定） 名　称 対　象 場所（予定） 問合せ先

6月22日 棚田等保全協議会かごしま 理事会・総会 役員、協議会会員 書面議決 事業部 農村整備課

6月24日 九州協議会合同要請（九州農政局） 役員等 熊本市 総務部 総務課

6月29日 水土里ネット鹿児島 
令和3年度 第1回監事会・監事監査 監事 鹿児島市 

（土地改良会館） 総務部 総務課

7月5日～7月9日 令和3年度 土地改良区体制強化事業施設管理
研修（発電施設）[発電電気技術]（第2回）電力編

小水力等発電導入 
運営土地改良区、市町村等

研修会場とオンラインの
受講を併用 総務部 管理課

7月上中旬 各地域連絡協議会・土地改良区連絡会議 会員等 各地域 総務部 総務課・管理課

7月12日～7月13日 農業農村整備の集い 役員等 東京都 総務部 総務課

7月12日～7月13日 県合同NN要請活動（農水省・関係国会議員等） 役員等 東京都 総務部 総務課

7月12日～7月13日 九州協議会合同要請（農水省・関係国会議員等） 役員等 東京都 総務部 総務課

7月16日 令和3年度 土地改良施設維持管理適正化事業 
研修会 会員等 Web研修会 事業部農村整備課

7月29日 水土里ネット鹿児島 
令和3年度 臨時総会・第1回理事会 役員等 鹿児島市 

（土地改良会館） 総務部 総務課

9月上旬 九州・沖縄ブロック換地事務新規担当者研修会 会員等 Web開催予定 事業部 換地課

9月中旬 令和4年度 オルソ画像共同更新整備に関する 
説明会 市町村 鹿児島市 

（土地改良会館） 水土里情報センター

9月下旬 標準積算システム運用説明会 会員等 鹿児島市 
（土地改良会館） 水土里情報センター

9月下旬 鹿児島県水土里情報システム運用研修会 県、会員等 鹿児島市 
（土地改良会館） 水土里情報センター

10月6日 第43回全国土地改良大会（群馬大会） 県、会員等 群馬県 総務部 総務課

10月下旬 換地計画実務研修会 会員等 鹿児島市 
（土地改良会館） 事業部 換地課

表紙写真
第29回かごしまフォト農美展　入選
橋本 保「梅雨の晴間」／撮影場所：鹿児島市
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水土里ネット鹿児島
鹿児島県土地改良事業団体連合会
〒892-8543 鹿児島市名山町10-22
TEL.099-223-6111（代）　FAX.099-223-6130


